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巻�頭�言�

　最近，大学経営で「学士力」や「就業力」という用語が使われることが多い。学士�

力は大学を卒業するまでにつけておく力で，就業力は職に就く力である。就業力は学�

士力の重要な構成能力で，新�し�い「大学設置基準」に就業力の育成が明記されている。�

キャリア形成は確実に現在の大学教育の基本的な要件になりつつある。�

　就職難の時代である。先頃，ある新聞で「企業は採用選考で学生のどこを見ている�

か」�といった記事が目にとまった。日本経団連が会員企業1,283社を対象に行っ�た調査�

結果である。�これによれば，�採用選考で最も重視�し�た点は，�第二位の�「主体性」�（60.6%）�，�

第三位の�「�協調性」�（50.3%）�を大きく引き離�し�て，�「コミュニケーション能力」�（81.6%）�

であった�（複数回答）�という。�「専門性」�（19.2%）�は第９位で意外に低い。コミュニケー�

ション能力の指導は就業力の育成に欠かせない。�

　�「コミュニケーション能力の育成」�は中学校や高等学校での英語教育ではな�じ�み深い�

目標である。だが，英語教育は外国語と�し�ての英語教育である。コミュニケーション�

能力の育成を標榜�し�ても，生徒は単語や文法の知識が十分でないので，基礎的な知識�

をつける努力が先決であると教師は判断�し�がちである。その後にコミュニケーション�

練習である。ところが，生徒の授業時の本音を聞いたある雑誌の調査結果では，英語�

が苦手な生徒でも教科書の本文を参考に�し�て対話文を作ったり，本文の感想を英語で�

書いたり�し�てみたい生徒も多いようである。�

　先の企業への調査ではコミュニケーション能力の数値は2001年では50.3%で，�この10

年間に約�30%も�重要度�が増�し�たとい�う。外国語�と�し�て�の英語�でのコ�ミュニ�ケーシ�ョン�

指導は確かに難�し�い。だが，英語授業こそコミュニケーションの大切さや感動を体験�

できるものと思う。英語教師のコミュニケーション指導に期待�し�たい。�
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1．記憶とは？�

　私たちは日常的に「記�憶にない」とか「覚えて�

いない」ということを口�に�し�たり，耳に�し�たり�し�

ます。�し�か�し�，�「記憶」�と一口に言っても，そ�の種�

類は数多くあり，たいへ�ん変わりやすく，得体の�

知れない摩訶不思議なも�のなのです。情報を保持�

できる時間の長さによっ�て，感覚記憶�（２秒以内）�，�

短期記憶�（２秒～30秒程度）�，長期記憶�（半永久的）�

に分けられます。いずれ�に�し�ても，私たちが日常�

生活を行ううえで，最終�的には長期記憶と�し�て情�

報が残らなければ，基本�的な生活が行えないこと�

は言うまでもないことで�す。その点では，ふだん�

の授業で指導する英語の�文法やコミュニケーショ�

ンに関する知識もいかに�効率よく長期記憶の貯蔵�

庫へ取り込み，これらの�知識を効果的に検索�し�，�

利用できるかが重要とな�ってくるのです。�

　�

2．効果的記憶法と�は？　�整理整頓の上手い人？�

　たとえば，次の無味乾�燥と�し�た８桁の数字を５�

秒で覚えるように指示さ�れたと�し�ます。�

　�15641616

　次の�（１）�と�（２）�のうち，どちらの方法を使�用す�

るで�し�ょうか。また，どちらが�効果的な方法で�し�

ょうか。�

　�（１）�は「機械的学習」と言わ�れ，単純に８桁の�

数字をくり返�し�言うことで忘れないよ�うにする方�

法です。覚える方法自体�は簡単ですが，特に意味�

づけがなされていないた�め，くり返�し�思い出�し�て�

いないと忘れる可能性は�高い方法です。�

　一方，�（２）�は，たとえば�「1564・1616　�→　�ヒ�ト�ゴ�

ロシ・イロイロ　�→　�人殺�し�・色々」と自分の知っ�

3．文�法�と�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�の�記�憶�に�お�け�る�位�

置づけ�

　文法能力とコミュニケー�ション能力とは分離�し�

たものではなく，文法能力�はコミュニケーション�

能�力�を�構�成�す�る�要�素�の�一�つ�と�さ�れ�て�い�ま�す�

（Canale，1983）�。ただ�し�，前記の②の記憶方法�で�

学習順序に�し�たがって，文法事項をきち�んと覚え�

たと�し�ても，実際にコミュニケー�ション場面でど�

のように機能するのかを経�験�し�ないと，文法情報�

の知識は保持できていても�，円滑に瞬時に文法知�

識を検索�し�，実際の言語使用場面�で文法知識にも�

とづき言語を産出するには�多くの時間を要するこ�

ととなって�し�まいます。�

　この状況をたとえるなら�ば，自動車学校で，車�

の運転操作の一連の知識，�メカニズムを理解�し�，�

これらの知識を保持できた�と�し�ても，実車による�

運転操作を円滑に行えると�は限らないということ�

になります。両者は関連�し�合っているものの情報�

の勝手�（ルー�ト�）�が異なるのです。自動車�免許を取�

得�し�たばかりの頃は，意識的に緊�張�し�ながら車を�

運転�し�ていますが，�その後，�運転の経験�（�ト�レ�ーニ�

ング）�を積むことで，�運転操作は無意識に行える�よ�

うになります。�この例において，�文法知識�（自動車�

に�関�す�る�知�識�）�は「意�味�記�憶」に�あ�た�り�ま�す。ま�

た，実際に文法知識を駆使�し�，言葉と�し�て頭や体�

を使って言語を使用�し�，円滑に言語活動が行え�る�

よ�う�に�な�る�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�活�動�（�実�車�で�の�運�

転）�は�「手続き記憶」�にあたります。この手続き�記�

憶は�ト�レ�ーニングにより自動化が�促進され意識を�

せずに作業を処理すること�が可能となるため，�「潜�

在記憶」とも言われます。�

　この両者の関係において�重要なのは，自動車の�

前輪・後輪のように，どち�らか一方のみが重要な�

わけではないということで�す。たとえば，対話の�

場面において確かな文法知�識があれば，言語的正�

確さ�（accuracy）�を伴い，�相手に正確に自己主張�を�

伝えることができ，また相�手の発話の言語構造の�

推測も可能となります。一�方，実際の言語使用場�

面でのコミュニケーション�能力があれば，多少，�

文�法�構�造�が�不�確�か�で�も�流�暢�さ�（�fluency）�に�よ�り�円�

滑に話を進めることができ�ます。母国語とは異な�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

ている語彙をもとに意味づ�けを�し�ていく方法，�「有�

意味学習」です。この方法�は�（１）�に比べ，意味づ�

けをするという作業に時間�を要�し�ますが，一度，�

自分独自の意味づけを�し�て覚えれば，語呂合わ�せ�

の�意�味�が�思�い�出�す�と�き�の�ヒ�ン�ト�（�適�切�な�記�憶�手�続�

き）�となり，�結果と�し�て忘れにくくなる方法でも�あ�

るのです。�

　ちなみに，例に出�し�た８桁の数字は英国の劇�作�

家�William Shakespeareの�誕�生�年�お�よ�び�没�年�を�示�

すもので，英語専攻の方で�あればよく知られた語�

呂合わせです。この例から�言えることは，言語の�

さまざまな情報を自分の長�期記憶の貯蔵庫に取り�

込む際に，自分の持ってい�る知識をいかに上手く�

利用�し�，深く理解を�し�たうえで，どのように整�理�

整頓�し�て�し�まい込むかが鍵ということで�す。�

　上記の�（１）�および�（２）�の方法を�「家�（長期記憶の�

貯蔵庫）�の整理整頓」�にたとえると以下のように�な�

り�ま�す。新�た�に�購�入�し�た�日�用�品�（�授�業�で�の�新�出�事�

項）�を自分の部屋に保管す�る�（取り込む）�際には，�①�

「単純に部屋の中に置くだ�けの場合」�と②�「品物の�

種類，�用途により整理整頓を行っ�て取り出�し�（検索�

―思い出す）�やすくする，�言わば適切な記憶手続�き�

を踏んでいる場合」とがあ�ります。どちらも部屋�

に品物が保管されているこ�とに変わりはなく，取�

り出すことは可能かと思い�ます。�し�か�し�，限られ�

た時間の中で必要な品物を�取り出すとなると，ど�

ちらが迅速に取り出せるで�し�ょうか。言うまでも�

なく適切な記憶手続きを踏�んでいる②のほうが，�

取り出�し�やすいで�し�ょう。�

　また，①と②どちらの場�合も，高い頻度で出�し�

入れを�し�ている品物は，使用頻度�の少ない物に比�

べて取り出�し�やすいと言えます。その点�では，以�

前学習�し�た文法事項を同じ，また�は異なるディス�

コースの中で定期的に振り�返るスパイラル的な学�

習は，既習事項を取り出�し�やすく�し�，重要である�

と言えます。�
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り，第2言語の話者の場合，�「正確さ」�と�「流暢さ」�

の交わりを大きくすることは�困難が伴いますが，�

両者の交わりが大きくなる指�導を行うことが重要�

と言えます。�

　�し�か�し�，この交わりの難�し�さの要因の一つと�し�

て次の点も忘れるべきではな�いと思われます。近�

年，若年層に目立つ「コミュ�ニケーション能力の�

欠落」�であるとか�「�KY（空気が読めない）�」�との報�

道は，まさにコミュニケーシ�ョン能力が言語力そ�

のもの�（言語的知識）�とは必ず�し�も一致�し�ないこと�

を示�し�ていると言えます。中学校で�の英語学習の�

前段階で行う小学校外国語活�動の目標である「コ�

ミュニケーション能力の素地�」とはまさにこの重�

要�性�を�解�い�て�い�る�も�の�と�言�え�ま�す。母�国�語�（�日�本�

語）�でさえも�「空気を読むことができな�い」�人は外�

国語でも然りです。�

　�

4．さいごに�

　文法知識を長期記憶の貯蔵�庫に取り込み，定着�

させるにあたり，適切な記憶�の手続きとなるコミ�

ュニケーションのスキル等も�多々使用�し�，処理速�

度を高めていくことが，後の�別の言語使用場面に�

おいて，この適切な記憶の手�続きを手がかりに既�

習の文法知識を迅速かつ的確�に検索することにつ�

ながると言えます。�

〈�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�目指�し�た�文法指導�の�工夫〉�

文法�と�コ�ミ�ュ�ニ�ケー�シ�ョ�ン�における記憶の役割�
福島大学教授　�佐久間 康之�

（１）�　�８つの数字を何回もくり返�し�て覚える�

（�２�）�　�８�つ�の�数�字�を�適�当�に�語�呂�合�わ�せ�をし�て�覚�

える� 新刊情報�

400頁／定価1,500円�
市田印刷出版�

PASSPORT
～150の英語語源単語帳～�

嶋津　�幸樹　著�

単語の構造を語源によって分�

析�し�，語と語の関係を有機的�

にとらえ，豊富な例文によっ�

て単語の使用法を整理�し�た魅�

力あふれる英単語集。�
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2．�「発音」指導�

　最初の課題をクリアす�るため，１年次の４～６�

月に発音の学習を取り入�れた。次のようなステッ�

プで学習を進めた。�

　この発音の学習を通�し�，多くの生徒が新出単語�

を正�し�く発音できたり，発音を�頼りに文字で書き�

表すことができるように�なった。�

　ただその定着には時間�を要する�し�，一度学習�し�

たことも時がたてば忘れ�て�し�まう。それを防ぐた�

め，発音の指導は機会を�とらえ，くり返�し�行って�

いる。�

　また，発音学習はどう�し�ても単調になりがちと�

なる。�そこで，�暗記・発表を中心と�し�た会話�（挨拶�

や紹介など）�学習を並行�し�て行った。�

し�ていく力が育ち始めてい�る。ただ学習�し�た内容�

を理解�し�ていても，なかなか活用�ができていない。�

学習�し�た内容の活用が�「�意識的な�レ�ベル」�から�「無�

意識的な�レ�ベル」に上がることが�次なる目標にな�

る。�

　このような�レ�ベルで生徒に進んで英語�を用いて�

コミュニケーションさせ，�その力を定着させるに�

は多くの課題をクリア�し�なければならない。�

　まず進んでコミュニケー�ションを図るためには，�

４～６月の会話学習で取り�入れている「よりよい�

他者との関係作り」の他に�，指導過程や教材を工�

夫�し�なければならない。�

　次にコミュニケーション�の力を定着させるため�

には，学習意欲の維持や継�続的な家庭学習が大切�

であり，学習�し�た内容がくり返�し�出てくる指導過�

程の工夫も必要である。�

　また，生徒自身の学習と�し�て，４技能を総合的�

に身につけていくため，�「読み取る学習」�「聞き取�

る学習」�「話す学習」�「書く学習」を実践�し�ていか�

なければならないと考える�。�

5．次なる目標のため�の取り組み�

　紙面の関係上，現在実践�し�ている中から，いく�

つかを選んで紹介させてい�ただきたい。�

（1）�　�ド�リル学習と課題解�決型学習・生産型学習�

　進んでコミュニケーショ�ンを図るための取り組�

みと�し�て，次のような段階を意識�し�て指導を行っ�

ている。�

　①について，新出の学習�内容を理解するに至る�

までの指導は大まかに「学�習内容を提示�し�，使用�

場面を理解する」流れで進�めている。使用場面を�

理解するために，精選�し�た例文を準備�し�，グルー�

プによる話�し�合い活動を行わせている。�

　次に②についてであるが�，新出の学習内容を練�

習する指導と�し�て「�ド�リル形式の練習」を数多�く�

取り入れている。�ここでの練習では，�“Ladder”�や�

“Battleships”�などのゲームの要素を取り�入れた活�

動を行わせることが多い。�

　最後に③の新出の学習内�容を活用する指導と�し�

て，課題解決型活動や生産�型活動を取り入れてい�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

　この学習は英語の力をつ�けるだけでなく，より�

よい人間関係作りにもつな�がる。よりよい人間関�

係を構築�し�，よりよい学級の雰囲気が生�まれるこ�

とで，授業の中で間違いを�恐れず，自分の考えを�

発表できる雰囲気ができる�。それはとりもなおさ�

ず，学級全体の学力向上に�もつながっていく。そ�

こで現在の会話学習では構�成的グループ・エンカ�

ウンターやソーシャル・ス�キル・�ト�レ�ーニングの�

考え方や活動を参考に�し�た�「ペア活動」�「グループ�

活動」を取り入れるなど，�他者との関わりを考慮�

し�た指導過程にもとづいた�実践を心がけている。�

3．�「主語＋述語」指�導�

　�２つ目の課題�（語順の習得）�をクリアするため，�次�

に「主語＋述語」の学習に�取り組ませた。生徒た�

ちは４～６月の発音学習や�会話学習を通�し�，この�

時点でかなりの単語や英文�を学習�し�ていた。学習�

の進め方は次の通りであっ�た。�

　現在�「�主語＋述語」�の学習は，次段階である�「文�

の意味を補足する学習�（目的語や修飾語）�」へと発�

展�し�ている。�「主語＋述語」�の学習から始まる一連�

の「語�順」の�学�習�を�通�す�こ�と�で，Mike not like 

soccer.な�ど�の�ミ�ス�は�ほ�と�ん�ど�見�ら�れ�な�い。ま�た，�

平叙文や疑問文の語順ルー�ルを習得することで，�

述語に関する新出文法の理�解が高まる結果が得ら�

れた。１年次で，現在完了�形などの文の述語がわ�

かり，ほとんどの生徒が疑�問文や否定文を語順ル�

ールに�し�たがって作り出せている�。�

4．次なる目標�

　現在は「発音」学習や「�主語＋述語」学習を通�

し�，英語に対する理解が深�まり，生徒自らが学習�
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る。課題解決なのか生産なの�かは学習内容により�

異なる。どちらの活動を選択�するにせよ，大切な�

のは活動内容が生徒に意味の�ある活動であるとい�

うことである。�

（2）�　�4技能を総合的に�身につけていく学習�方法�

　コミュニケーションの力を�定着させるためには，�

学習�し�た内容を「くり返�し�練習�し�，使えるように�

なること」が不可欠である。�一度学習�し�た内容を�

くり返�し�使用する場面と�し�て�（１）�で述べた課題解�

決型活動や生産型活動は非常�に有効である。一度�

学習�し�た内容を使用する場面が必要�とされるから�

である。�

　また，意図的に授業の導入�段階で既習の学習内�

容を用いたウォーミングアッ�プも実践�し�ている。�

　ただ�し�，�し�っかり定着させるためには，�授業の�

みでの取り組みだけでは不充�分である。家庭での�

英語学習に次のサイクルで取�り組むよう指導�し�て�

いる。�

　これは英語教員なら誰�し�もが生徒に指示�し�てい�

る内容だと思う。大切なこと�はこの学習サイクル�

を生徒に確実に実践させるこ�とである。�

　実践�し�ていくには根気が必要で，�時間もかかる。�

そのために授業での確認テス�ト�や毎週の課題提出�

を求めている。また，家庭学�習と授業の活動とを�

リンクさせる実践を行ってい�る。学習サイクルの�

実�践�は�次�第�に�定�着�し�て�き�て�い�る。特�に，④�の�

Writingの段階では単語ではなく，�英文を書かせる�

作業をさせている。このほう�が新出単語の定着も�

高いようである�（教員こそ根気が必要だと思�う）�。�

6．おわりに�

　大げさかも�し�れないが「日々，試行錯誤�」であ�

る。目標は明確か，方針は正�し�いか，活動内容は�

よいのか…本拙文にご指導を�賜れば幸いである。�

titotani＠sendai-c.ed.jp

〈�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�目指�し�た�文法指導�の�工夫〉�

（�1）�ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�が�も�つ�個�々�の�音�（�単�音�）�を�発�
音させる�

　　例）�　�b［�b］�，c［�k］�　�［�s］�　�など�
（2）�他者が発音する単音を聞き�，�アルファベッ�ト�

で書かせる�
（3）�単音を用い，新出単語の発�音を予想させる�
（4）�他者が発音する新出単語を�聞き，書かせる�

（1）�品詞�（名詞，�動詞，�形容詞）�を理解�し�，�主語は�
名詞を中心に，�述語は動詞を中心に構成され�
ていることを理解させる�

（�2）�述�語�で�は�一�般�動�詞�を�用�い�る�場�合�（�SVO）�と�be
動�詞�を�用�い�る�場�合�（�SVC）�が�あ�る�こ�と�を�理�解�
させる�

（3）�平叙文における語順のルー�ルを理解させる�
（4）�疑問文における語順のルー�ルを理解させる�

①新出の学習内容を理解す�る段階�

②新出の学習内容を練習す�る段階�

③新出の学習内容を活用す�る段階�

　①Reading＝英単語，�英語の語句，�英文，�英語�

の文章を読んで意味がわか�ること�

　②Listening＝英単語�，�英語の語句，�英文，�英�

語の文章を聞いて意味がわ�かること　�

　③�Speaking＝�日�本�語�を�読�ん�だ�り�聞�い�た�りし�

て英語で言えること�

　④�Writing＝�日�本�語�を�読�ん�だ�り�聞�い�た�り�し�て�

英語で言いながら書けるこ�と�

「�わかる�・�で�き�る�・�表現�し�たい」�指導を�目指�し�て�
宮城県仙台市立仙台青�陵中等教育学校教諭　�糸谷 俊哉�

1．は�じ�めに�

　�「�英�語�が�わ�か�ら�な�い」…�教�員�に�な�っ�て�間�も�な�い�

頃，生徒からこう言われ�，私は大きなショックを�

受けた。�

　�「わからない」�とは，何がわからない�のか。注意�

深く観察�し�てみると，生徒の使う「英�語がわから�

ない」にはたくさんの意�味があった。たとえばそ�

れは「文字と音」につい�てであった。アルファベ�

ッ�ト�は発音できる。ところがア�ルファベッ�ト�の組�

み合わせからなる英単語�の発音はできない。また，�

「語順」�が�「�わからない」�という生徒もいた。日本�

語は「主語＋…＋述語」�の形式をとるのに対�し�，�

英語は「主語＋述語＋…�」の形式をとる。この英�

語の「語順」を習得でき�ないのだった。�

　この２つの「わからな�い」を何とか「わかる」�

に変えたい。そう思って�これまで取り組んできた�

実践例をいくつか紹介�し�たい。�

↓�
�
↓�
�
↓�
�
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1．は�じ�めに�

　英語学習における文法�の存在が再認識されてい�

る。平成24年度から完全�実施される新学習指導要�

領�で�は�文�法�は「コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�支�え�る�も�

の」と明記され，文法指�導の重要性が示されてい�

る。実際のコミュニケー�ションにおいても，文法�

はその基盤をなすもので�ある。私たちが言語を用�

いてコミュニケーション�を成立させるためには，�

内在化�し�た文法を共有�し�ていることが前提である。�

文法の共有は，コンピュ�ータにたとえるなら，互�

いに共通のソフ�ト�ウェアが備わっていて，フ�ァイ�

ルを自由に交換�し�て，情報をやりとりするこ�とが�

できる状態と同様である�。よって，コミュニケー�

ション能力の育成を目標�とするとき，文法を重視�

することは必然であろう�。�

　�

2．ルールは簡潔�

　言語の理解や生成の瞬�時性から考えて，私たち�

が使用�し�ている文法は極めて簡単明瞭�で，かつ汎�

用性の高いものと思われ�る。�Radford（1997）�は，�内�

在す�る�文�法の�簡�潔�性を，Grammars should be as 

simple as possible.と�表�現�し�て�い�る。�し�た�が�っ�て，�

生徒に文法を説明すると�きは，時間をかけた丁寧�

なことばが，文法の理解�を促進�し�，運用に際�し�て�

の「使える文法」を習得�させるとは限らず，む�し�

ろ単純明快なことばのほ�うがより効果的であると�

考えられる。�

　たとえば，重要である�が生徒にとってわかりに�

くいbe動詞の説明は，�筆者は次のようなこと�ばで�

示�し�ている。�

　�「be動詞は，ある，いる，なる，状�態です」�

　この説明に�し�たがえば，次のそれぞ�れの文法項�

目�に�属�す�る�文�中�で�の�be動�詞�の�働�き�が�容�易�に�理�解�

され，また，英語で表現�する場合も日本文の文末�

表現�（述部）�が表す内容に注意すること�で，�be動詞�

法定着のための指導を展開�し�ている。筆者も，英�

語と日本語の語順の大きな�差が，日本人が英語を�

学習するときに，予想以上�の困難さを与えている�

と考える。換言すれば，語�順は発想の順序を表�し�

ているので，学習者自身の�考え方自体を転換する�

ことが迫られるのである。�

　そこで，筆者は，日本語�の語順と英語の語順と�

の差を埋めるため「橋渡�し�」と�し�て，次のような�

「英語語順の日本語」�（英語順文）�を導入�し�て，�日本�

文→英語順文→英文の流れ�を定着させ，日本語の�

発想�（＝語順）�から円滑に英語の発想�（＝語順）�に移�

行できるように工夫�し�ている。�

　授業では，生徒の様子に�よって，空所の数や位�

置を段階的に調整�し�たプリン�ト�を作成�し�て，最終�

的には英語順文，英文とも�にすべて空所で提示�し�

ても，素早く語句を入れら�れるようにくり返�し�練�

習を行う。�

　�

4．文法を大きな枠で�

　�〈�動�詞�＋�ing形�〉�（�以�下，-ing）�を�例�に�と�っ�て�み�よ�

う。�-ingは，�中学校では各学年次に，�進行相，�動名�

詞，現在分詞と�し�て，別々の文法項目で�登場する。�

し�か�し�，�-ingは，�本当に別々に分類された�文法と�し�

て�存�在�し�て�い�る�の�で�あ�ろ�う�か。大�西�・�マ�ク�ベ�イ�

（2006）�は，�-ingのイメージ�は�「生き生きと�し�た躍動�

感，活動・行為が行われて�いる真っ最中という躍�

動感」と述べている。�

　これを参考に，筆者は「�形容詞は，ヒ�ト�やモノ�

の状態，様子，性質を表す�語」と了解させたうえ�

で，�「-ingは�『�～を�し�ている�（状態）�』�という意味の�

形容詞の仲間」�と提示�し�，�「動名詞は形容詞が名�詞�

に転用されたもの」と指導�する。すると，従来の�

指�導�で�は�別�物�に�思�わ�れ�た�個�々�の-ingが，一�つ�の�大�

きな枠で囲まれる感じにな�る。大きな枠で文法を�

とらえる感覚こそがポイン�ト�である。�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

の�過�剰�な�使�用�や�I studying English.の�よ�う�な�be動�

詞の脱落を防ぐことが期待�される。�

　ま�た，文�の�変�形�に�お�い�て�は，be動�詞，一�般�動�

詞，助動詞のある文，進行�相，受動態，完了相の�

場合のように，その都度指�導するのではなく，筆�

者は，疑問文への変形ルー�ル，否定文への変形ル�

ールと�し�て，次のように提示�し�ている。�

　疑問：動詞または�助動詞を主語の前に�出す。�

　否定：動詞または�助動詞の後にnotを入れる。�

　このルールで，�be動詞および完了相のhave動詞�

は動�詞�を，そ�れ以�外�の�場合�は，す�べ�て助�動�詞�（do, 

does, did, can, mayなど）�を用いて文を変形するこ�

とが，生徒に簡単に指導で�きる。�

　�

3．基本は語順�

　英語の文法の本質は何か�。英語では単語や句を�

並べる順序こそが文法の本�質と考えられる。つま�

り，�「語�順」が�文�法�の�本�質�で�あ�る。中�嶋�（�2008）�は，�

『わかる！　�わくわく英語ワークブック』�（開隆堂）�

の中で，�「英語は語順で意味が決まる�」�，�「英語はや�

っぱり語順」�と述べ，SVCとSVOを基本と�し�た文�

英語教育・2010年第3号�

参考資料�
中嶋洋一.（2008）�.『�わかる！　わくわく英語ワークブック』�

開隆堂�

大西泰斗&ポール・マクベイ.（2006）�.『�ハー�ト�で感�じ�る英文�

法』NHK出版�

Radford, A. （1997）�. Syntax : A minimalist introduction,
　New York: Cambridge University Press.

　このように説明すると，�-ingは，�状態の記述に使�

用�す�る�be動�詞�と�一�緒�に�使�う�の�が�自�然�な�こ�と，to 

runに�比�べ�て�行�為�の�躍�動�感�が�あ�る�の�で「ふ�だ�ん�か�

らよく走っている」が意味に�含まれること，さら�

に，形容詞なので名詞を修飾�することが理解でき�

る。加えて，動名詞＝不定詞�「～すること」のよ�

う�に�学�習し�た�と�き�に�は�説�明�で�き�な�い〈It is ～�to 

do〉�の文の仮主語のitを受けるものと�し�て，-ingが�

to doと置�換できないことも，-ingが元来は形容詞�

の範疇であることを認知�し�ていれば，一気に解決�

される。�

　他の例と�し�て，受動態と完了相に関�し�ては，前�

述の-ingと�同�様�に�過�去�分�詞�を�形容�詞�の�一�種�と�し�て�

とらえることで，大きくまと�めることができる。�

また，前置詞句，後置修飾お�よび関係代名詞は，�

英語の情報構造の流れの中で�説明することで理解�

や習得が促進されると思われ�る。�

　�

5．おわりに�

　裁判員制度で，法律の「素�人」である裁判員に�

裁判中に読んでもらう資料を�作成するのに苦労�し�

ているというニュースを聞い�たことがある。すべ�

てを書いて説明する50ページ�の資料を作るのは簡�

単だが，要点をわかりやすく�まとめた３ページの�

資料を作ることは非常に難�し�いとのことであった。�

教室での生徒も文法の「素人�」である。余計なも�

のは入らないが，必要なもの�は網羅されているよ�

うなシンプルで的確な指導を�工夫�し�て，それを大�

胆に行うことが，�「コミュニケーションで使�える文�

法」の指導に求められている�のではないだろうか。�

〈�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�目指�し�た�文法指導�の�工夫〉�

Those books are in the desk.

　それらの本は　ある　�机の中に�

There is a boy in the room.

　�（そこに）�　いる　１人の少年　部屋�の中�

Yuki wants to be a teacher.

　ユキは　�し�たい　なること　教師に�

I am happy.

　私は　状態です　うれ�し�い�

Be kind to old people.

　状態でいなさい　親切�な　お年寄りに�

Tom is eating lunch.

　�ト�ムは　状態です　食べてい�る　昼食�

English is spoken in this country.

　英語は　状態です　話�される　この国で�

シ�ン�プルに　�的確に　�大胆に�

次の文の〔　　〕に適語�句を入れよう。�

（�日�本�文�）�　�私�は�き�の�う�家�族�と�東�京�へ�行�き�ま�し�た�。�

（英語順文）�　�私は�〔�　　〕�東京へ�〔�　　〕�きのう�

（英文）�　�I 〔　�　〕�to　�Tokyo〔　　〕�yesterday.

I am running.　�私は　状態です　走っている�

I like running.　私は　好む　走ってい�ること�

I know that running girl.

　私は　知っている　あの�　走っている　少女�山梨県南�ア�ル�プ�ス�市立櫛形中学校教諭　�鷹野 英仁�
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1．は�じ�めに�

　�「授業での練習時間を�増や�し�たい」�という思いか�

ら，この４年間，文法を�説明する時間を極力削っ�

て，音読や音読筆写のよ�うにたくさん読む・書く�

活動に大半の時間を使っ�てきた。英語をたくさん�

使う中で，自然に英語の�ルールを感�じ�られるよう�

になることを期待�し�た。�

　結果と�し�て，時間がたっても教科書�の音読が�し�

っかりできる生徒，英文�を書くことに抵抗感の少�

ない生徒が増えた。そ�し�て，英語で自分のことを�

表現する機会を増やすこ�とができた。３年生の最�

後には，�200語程度のスピーチを�ほとんどの生徒が�

やりきれたことは，量を�中心に指導�し�てきた１つ�

の成果だったと考えられ�る。�

　�し�か�し�，最後の生徒アンケー�ト�でも「文法を指�

導�し�てほ�し�かった」という生徒も多く�，３年生の�

最後になっても，期待�し�ていたほど「正確さ」に�

ついては成長が見られな�い生徒も多かった。�

　結論と�し�ては，やはり�「文法指導は必要である」�

と感�じ�ている。�

　�

2．どのような文法�指導が有効か？�

　では，どのような文法�指導が有効なのだろうか。�

　私が心掛けている�（心掛けたい）�と思っているの�

は，次の２点である。�

　中学校�（高校）�においては，文法の学�習は，目的�

ではなく，�手段であるべきである。�文法指導は�「コ�

ミュニケーション」をス�ムーズに行うためのもの�

である。そう考えると，�コミュニケーション活動�

でつまずいた�（つまずきそうな）�文法項目について，�

短時間で気づかせる�（説明する）�のが理想的だと考�

える。�

　具体的な方法と�し�て，２つ例示�し�たい。�

3．文法の導入と定着�の時期については区�別する�

　そう考えると，教科書で�初出の文法項目を，時�

間をかけて説明することは�避けるべきだと思う。�

　この点から，以前から疑�問に思っていた「三人�

称単数現在�（三単現）�のｓは，１年生の２学期に�指�

導すべきか」について論じ�たい。�

（1）�　�定着を求める時期を�遅らせる�

　多くの教科書では，三単�現は１年生の２学期に�

初出する。�そ�し�て多くの先生が，�「三単現のｓで生�

徒がつまずく」とボヤいて�おられる。コミュニケ�

ーションの視点から考える�と，三単現のｓは優先�

順位の高い項目ではないは�ずだが，第三者を登場�

させるとどう�し�ても三単現のｓが含まれ�る。も�し�，�

初出の文法項目を，その段�階で説明�し�ようとすれ�

ば，�「三単現のｓ」�の指導は，１年生で指�導�し�なけ�

ればならなくなって�し�まう。�

　生徒の学習負荷や言語習�得の順番を考えても，�

三単現のｓを１年生の２学�期で定着を求めるのは�

早すぎる。少なくとも，初�出�し�たページの学習が�

終わるまでに定着を求める�べきものではない。個�

人的には，２年生で定着を�求めては，と考えてい�

る。�

（2）�　�事前に口頭で十分に�な�じ�ませておく�

　も�し�，教科書の初出箇所で，あ�る程度の定着を�

目指すならば，それまでに�口頭でかなり三単現の�

ｓにな�じ�ませておくことが必要だ�と思う。三単現�

のｓを生徒に提示�し�たときに，生徒が「あ～，�あ�

のｓね！」というような状�態になっているならば，�

教科書で初出�し�たときに，ある程度の定�着を目指�

し�た活動も有効かも�し�れない。小学校での英語�活�

動が広く盛んになっていけ�ば，そのような状態に�

なる日が来るかも�し�れない。�

　三単現のｓを例に話を�し�たが，多くの文法項目�

でこの考え方は，当てはま�ると思われる。どの文�

法項目を，いつ頃までに定�着させるべきかについ�

ては，生徒の個人差もあり�，難�し�い問題である。�

ただ，�ここでは，�「導入する時期と，�定着を求める�

時期については区別�し�て考えるべきである」と�い�

う点を提案�し�たい。�

　�

　�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

（1）�　�使える例文をたくさ�ん提示する�

　気づくためには，その種�類の英文にたくさん触�

れなければならない。教科�書にはたいてい１つか�

２つの例文�し�か提示されていないので，�そこから�

ルールに気づくのは難�し�い。ただ，気をつけな�け�

ればならないのは，その例�文の質である。生徒が�

「使ってみたい！」�と感�じ�られる英文が理想であ�る�

が，少なくとも教師がその�視点を忘れずに例文を�

探さなければならない。�

（2）�　�生徒サンプルから「�まちがい探�し�」�

　昨年度担当�し�ていた３年生が後半に入�っても，�

基本的な英文で間違いが多�かったので，取り入れ�

た活動である。�

　生徒が自己表現活動で書�いた英文やテス�ト�から�

間違った英文を抽出�し�て，その間違いを指摘さ�せ�

た。実際に生徒が自分の書�いた英文をモニターす�

る過程と似ているので取り�入れたが，�正�し�い�（通�じ�

やすい）�英文を書くために，�文法を活用するという�

視点を与えられた点もよか�った。授業では，その�

間違いを友だちに説明する�活動も行ったが，生徒�

は楽�し�そうに取り組んでいた。�

　昨年度は３年生の後半か�ら取り入れたが，文法�

のまとめと�し�て，１学期から取り入れて�もよい活�

動ではないかと感じている�。�

英語教育・2010年第3号�

4．教科書の構成につい�て�

　教科書を執筆される先生方�は，当然スパイラル�

な学習を考えておられると思�うが，現場では「初�

出でたっぷり，後はさっぱり�」の文法指導がまだ�

まだ多いと感�じ�る。�

　それを現場�レ�ベルで改善するために，２�つのこ�

とを提案�し�たい。�

（1）�　�キーセンテンスを書く�だけにとどめる�

　ある文法項目が初出すると�，その項目がキーセ�

ンテンスと�し�て抽出され，それを練習する�活動が�

いくつか併記される。これを�受け取った現場の先�

生は「ここで定着させなけれ�ば！」と，長い説明�

と�し�つこい活動で答える。そ�し�て，これでその項�

目についての学習が終わって�し�まう。これは自然�

な流れに思える。�

　�し�か�し�これが，本文の下にキーセ�ンテンスが書�

かれている程度であれば，現�場の教師の印象も，�

大きく変わると思われる。�

（2）�　�活動をくり返す�

　１年生の２学期で初出する�三単現のｓに焦点を�

当てた活動が，１年生の最後�に，あるいは２年生�

１学期の最後にあれば，そこ�で再び焦点を当てた�

学習が行われる可能性が高い�のではないだろうか。�

少なくとも１年生の２学期で�定着を求めていない�

メッセージは伝わると思うの�だが…。�

　学習をスパイラルに�し�ていくのは，基本的には�

現場の教師の責任だと思うが�，教科書の影響が非�

常に大きいのも間違いなく事�実である。新�し�く24

年度に出版される各社の教科�書が，そのような視�

点で編集され，現場にスパイ�ラルな学習の重要さ�

が，うまく伝わっていくこと�を願いたい。�

　�

5．おわりに�

　新�し�い指導要領では，文法指導の�重要性も強調�

されているようだが，現場に�下りてきたときに，�

言葉だけが残り，増えた１時�間が文法の解説だけ�

に使われていくことがないよ�うに心掛けたい。�

〈�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�目指�し�た�文法指導�の�工夫〉�

１．�「わかった！」と気づかせ�る�

２�.�短時間で説明する�

生徒の気づ�き�を�う�ながす文法指導！�
―�ス�パ�イ�ラ�ル�に�指導�し�て，�気長�に�定着�を�待�と�う�！―�

大阪府河内長野市立美加�の台中学校指導教諭　�古川 元庸�

【プリン�ト�：「比べる」より】�

*Daisuke can run fastest in the second grade.

*USJ is the most famous spot in Osaka.

　�（後の活動「大阪紹介」�で使える）�

【プリン�ト�：�「英文の間違いを修正�し�よう！」�

 （３学期期末用）�より】�

*Everyone looked me, so I was nervous.

　�（合唱コンクール感想�より）�

*We didn’t have many time to buy souvenirs.
　�（修学旅行感想より）�
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1．は�じ�めに�

　教職に就いてかれこれ�27年目を迎えた。年数的，�

経験的にみれば，ベテラ�ンと言われるようになっ�

て�し�かるべきだが，本人にはそ�の自覚がない。英�

語の授業について考える�とき，�新卒の頃，�ベテラン�

と言われる先生から「い�い授業は数えるほどもな�

い」�と公言された。�「そんなものかな？」�と思った�

が，実際いい授業はなか�なかできるものではない�

ことを改めて実感�し�ている。それでも，この�27年�

の間には１万回を超える�授業を実践�し�ている。拙�

い実践ではあるが，この�紙幅を借りてどんな考え�

で，どんな授業を目指�し�ているか紹介�し�てみたい。�

2．たどり着いた英�語という言語につい�て�

　最初の10年くらいは，�英語という言語がどうい�

う言葉なのかというよう�なことをほとんど考えず�

に授業を�し�ていたように思う。�し�か�し�，荒木博之�

の�『日本語が見えると英�語も見える』�（1994年　中�

央公論社）�という本に出会って，�日本語と英語はど�

のような特徴をもつ言語�なのか意識するようにな�

った。また，この本から�中津燎子という人も知り，�

英語の教え方も変わって�きた。そ�し�て，次のよう�

に自分なりにまとめてみ�た。�

3．学習するうえで�の心構え�

　上記の英語の特徴を踏�まえ，日本人がこの日本�

という環境の中でどのよ�うに学習�し�たらよいか，�

生徒に常日頃伝えている�ことを書いてみた。�

　具体的には，授業の始め�で１日１ページのチェ�

ックをする。音読練習では�，一人ひとりに１文を�

読ませてそれを全体でリピ�ー�ト�する。プリン�ト�を�

用いて，日本語→英語，英�語→日本語をペアで練�

習させる。スラッシュを入�れて語句のかたまりを�

意識させ，主語・�動詞を見つ�けさせる。T/F問題，�

英問英答で内容理解を確認�し�，その後は個人，ペ�

ア，全体で徹底的に音読さ�せる。�

4．影響を受けた書�籍�

　紙幅の都合により，一つ�ひとつの内容は紹介で�

きないが，これらの本から�学んだことは多い。そ�

こで得た知識は，私の実践�の中で生きている。�

①國弘　�正雄�（1970）�『�英語の話�し�方』�サイマル出版会�

②中津　�燎子�（1978）�『なんで英語や�るの』文藝春秋�

③Jane Willis（1982）�　�Teaching English Through Eng-

lish Longman

④�荒�木�　�博�之�（�1986）�『�日�本�人�の�英�語�感�覚�』�PHP研�究�所�

⑤千野　�栄一�（1986）�『外国語上達法』岩波書店�

⑥寺島　�隆吉�（1989）�『英語にとって授業と�は何か』�

三友社出版�

⑦�遠�藤　�幸�子�（�1992）�『英�語�史�で�答�え�る�英�語�の�不�思�

議』南雲堂フェニック�ス�

⑧佐伯　�智義�（1997）�『科学的な英語学習法』�講談社�

⑨西江　�雅之�（1998）�『ヒ�ト�かサルかと問われても�』�

読売新聞社�

⑩白井　�恭弘�（2008）�『外国語学習の科学』�岩波書店�

⑪林　�剛司�（2009）�『楽�し�い英語多読入門』�丸善プラ�

ネッ�ト�

－�こ�んな考�え�で，�こ�んな�授業�を�－�

1．は�じ�めに�

　�「�も�っ�と�直�接�子�ど�も�た�ち�を�新�出�言�語�材�料�そ�の�も�

のに注目させる導入はない�だろうか」�

　単元や授業の導入にはど�んな内容にするか日々�

頭を悩ませてきま�し�た。実物，自作ビデオや寸�劇�

などを通�し�て，子どもたちの興味�・関心を引きつ�

けられるようになったもの�の，それだけでは物足�

りないと感�じ�るようになってきま�し�た。そんなと�

き�に�出�会�っ�た�の�が�GDM（�Graded Direct Method）�

で�し�た。�

2．TIEの取組について�

　GDMはSEN-SITの考えにもとづいた，�日本語を�

介さない教授法です。ター�ゲッ�ト�センテンス以外�

は用いず，その中で子ども�が英語と格闘�し�ている�

姿に私は感銘を受けま�し�た。�

　さ�っ�そ�く�実�践�を�重�ね�て�い�く�と�（�私�自�身�の�力�量�不�

足も手伝�って）�，GDMだけ�では困�難な点�が出て�き�

ま�し�た。それは，①子どもたちが�はっきりと�し�た�

日本語とならないので不安�視すること，②教科書�

の文法中心のシラバスと異�なるので転用するため�

の教材研究が重要なことの�２つです。�

　そこで，TIE（Thinking and Talking in English

という意味の造語）�という活動を考えま�し�た。�これ�

は，�GDMの手法は用いながらも�，�①子どもたちど�

う�し�で確かめ合う時間を途中に設�けること，②教�

科書の単元�（新出言語材料）�に合わせて指導をする�

ことで，上記の問題点を解�決�し�ようと�し�たもので�

す。�

3．TIEの指導の様子�

　中学�１年�生の�初�めに�行う�TIEの活�動�では，日�本�

語を介さずに自己表現につ�なげるという活動の趣�

旨を指導�し�ます。�そ�し�て，�最大の注意点である�「日�

本語を決�し�て使わないこと」や「�状況の違いを注�

意深く観察�し�，まずは英語で使ってみる�こと」を�

子どもたちにはっきりと意�識させます。私のこれ�

までの経験では，最初にこ�の部分は�し�っかりと押�

さておくとよいと思います�。�

　TIEでは，�まず，�実物を用いて実際の動き�を合わ�

せて示�し�ます。その際，教師はター�ゲッ�ト�センテ�

ンス以外まったく話�し�ません。子どもたちは示さ�

れたいくつかの状況を対比さ�せて，考えながらそ�

の状況�（＝ターゲッ�ト�センテンス）�を述べます。子�

どもたちは懸命に状況の違い�を観察�し�て，それに�

合わせた表現を口に�し�始めます。�

　たとえば，２年生の未来を�表すbe going toは以�

下の３つの文を実際の動きと�合わせて示�し�ていき�

ます�（この時点で現在進行形�と過去形は既習）�。�

　教師は，�ALTや指名�し�た子どもにも実際に状況�

に�合�っ�た�動�作�を�行�わ�せ�る�中�で，子�ど�も�た�ち�は�you

やhe/sheなどを用いなが�ら，�それぞれの立場から�

英語を話�し�ます。ただ�し�，子どもたちは考えなが�

ら話すため，英語と�し�てはかなりたどたど�し�く声�

も小さめです。これらをくり�返�し�た後，子どもた�

ちどう�し�で表現を確かめ合わせます�。この時間を�

設けることで，子どもたちの�表情はさらに明るく�

なり，声の大きさにも変化が�現れます。口頭練習�

後は，ワー�ド�カー�ド�を用いて文の音読練習�を行い，�

書き�取り�テス�ト�を�行う�こ�とで，一�連の�TIEの活�動�

となります。私の場合，続い�て疑問文や否定文の�

指導を合わせて行っています�。�

4．おわりに�

　TIE自�体�はか�なり�地味�で�あり，私�は半�ば�自虐�的�

に「怪�し�い時間」と呼ぶこともあり�ます。ただ，�

同�じ�オールイングリッシュで�も，実際の状況のコ�

ン�ト�ラス�ト�から英語で表現すること�で，子どもた�

ちが新出言語材料自体に注目�する手応えを感�じ�な�

がら取り組んでいます。�なお，�副次的ですが，�TIE

を始めてから，子どもたちの�注目が教師により注�

がれるようになり，他の活動�も�し�やすくなってき�

たことを付け加えておきます�。�

27年目の今�
－GDMの手法�を�用いた文法指導－�

〈言語と�し�ての英語〉�
①表音文字では音声が大事�
②主語，�動詞の語順で結論を先に述べ�，�かたまり�
で情報を加えていく言語�

③単数，複数の�区別が厳密�で数えら�れる名詞に�
なるときと数えられない名�詞で意味が異なる�

④音声面では，�抑揚があり，�リズム，�強弱が大事�

①とにかく，�毎日少�し�ずつ継続�［１日１ページ］�
②口・手・頭をフル回転�
　音読→暗唱，筆写→暗写，�想像→絵を描く�
③習うより慣れろ�

　とにかくまねて，�使いながら覚える。�Practice 
makes perfect!

④忘れること，間違える�ことを恐れない�
　間違えた分だけ本当の�力となる。�
⑤努力を楽�し�む�
　やらされて�いるとい�う意識か�ら，自分が進�ん�
で身につけるという心で。�

⑥根拠のない自信をもつ�
　とにかく，�学習�し�ていることがすごいこと。�自�
分のよいところの発見。�

北海道美唄市立美唄中学�校教諭　�中澤 泉� 愛知県名古屋市立笹島小学�校�・�中学校教諭　�植田 則康�

① I am going to put the poster on the wall.

② I am putting the poster on the wall.

③ I put the poster on the wall.

Teacher's Forum Teacher's Forum

新出言語材料にフォーカスを合わせた導入�
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　表現力を高めるには，英�語で表現させなければ�

なりません。�interaction仮説では，�native speaker

との�interactionを�通�し�て修�正フ�ィー�ド�バッ�クを�得�

ることにより学習者の英語�力が向上するとされて�

います。�「では授業で効果的にそれ�をできないか」�

と考�え，Picture Descriptionと�い�う活�動�を�作�り�ま�

し�た。�

　実際，�ピ�ンクのエプロンをつけ�た女の子が料理�

を�し�よ�う�と�レ�シ�ピ�を�見�て�い�る�絵�を�提�示�す�る�と�

“The girl is going to cook.”�“She is cute.”�“Her 

hair is black.”�“She looks happy.”�“There is a 

recipe on the table.”�“She is reading something.”�

“She likes pink.”�な�ど�の�既�習�事�項�を�使�っ�た�英�文�

が，色々な見方から出てき�ま�し�た。最初は三単現�

の�ｓ�や，進�行�形�の�be動�詞�が�な�か�っ�た�り�し�ま�す�が，�

活動をくり返すうちに気づ�く生徒が増えてミスが�

減ります。�

　�

パターン1：グループで書く活動�

　最初はこの形式が有効で�す。互いに助け合い，�

教え合い，協力する気持ち�が育ちます。学級内を�

４～�６�人�の�班�に�分�け�て，B４�の�紙�と�フ�ェル�ト�ペ�ン�

を配付。教師がお題となる�絵を黒板に提示。それ�

を見て英文を全員で考える�。班で行うと英文を書�

く生徒，英文を考える生徒，�日本文で考える生徒，�

辞典で調べる生徒，など自然�と役割分担ができま�

す。時間になったら紙を回収�し�，黒板に貼り，教�

師が英文を採点�し�ます。１文につき，意味�がわか�

り許容できる英文なら１点，�文法的に正�し�ければ�

１点，綴りが正�し�ければ１点の合計３点。�採点時�

には生徒たちにフィー�ド�バックを与えます。多少�

時間はかかりますが，こうす�ると他の生徒へのフ�

ィー�ド�バックが全員に気づきを起こ�すチャンスに�

なります。�

　�

パターン2：個別に書く活動�

　班である程度続けたなら，�慣れてくるので活動�

を�個�に�戻�し�ま�す。B５�の�用�紙�orノ�ー�ト�に�同じ�よ�う�

に活動�し�て授業後に集めて，赤ペン�で修正�し�てフ�

ィー�ド�バックを返�し�ます。�ALTがいるときはお願�

い�し�て，コメン�ト�も英語で書いてもらうと�効果的�

です。ノー�ト�だと自分のミスの傾向がわか�る�し�，�

次のときに前回のを見て参考�にすることもできて�

効果的です。�

　�

パターン3：個別に発話する活動�

　これはス�ピ�ーキング活動と�し�て行うこともでき�

ます。全員起立の状態で，黒�板に絵を貼り，１つ�

の文を言えた生徒から着席す�る。英文に文法的に�

間違いがなければ２点，１つ�か２つの誤りはある�

が，十分理解できる文ならば�１点というようにポ�

イン�ト�を与えると活発になります。�

　�

　この活動では，古いピクチ�ャーカー�ド�も再利用�

できる�し�，行事の生徒の写真をテ�レ�ビ�にデジカメ�

で映�し�たりすると主語が個人名やI / Weも使える�

ようになります。また，この�形式は英検の２次面�

接のパターンと似ているので�ト�レ�ーニングに最適�

です。�

活動時間は５分�

【用意する物】�

①英文を書かせる紙�

②お題になる絵・写真�

③和英辞典�

【活動方法】�

①生徒に用紙を配布する�

②お題となる１枚の絵を�黒板に貼り付ける�

③生�徒は�お�題を�見て�３�～５�分間�で�でき�るだ�け�多�

くの英文でその絵を表現�し�て書く�

英語で表現�さ�せて気づ�き�を起�こ�さ�せる�
Picture Description

北海道洞爺湖町立洞爺湖�温泉中学校教諭　�大塚 謙二�

日本英語教育研究所報�（２１１）�

第58回　�中村英語教育賞入選論文発表�

◆　�審　査　員　�◆�

　　　　　�（審査委員長・横浜国立大学�名誉教授）�

　　　　　�（同副委員長・兵庫教育大学�教授）�

　　　　　�（静岡大学教授）�

　　　　　�（福岡教育大学教授）�

　　　　　�（北海道教育大学札幌校教授�）�

　今回で実に58回を数え�る，全国的に知名度の高�

い伝統ある「中村英語教�育賞」に，合わせて10件�

の労作が寄せられ，審査�員一同非常に嬉�し�く審査�

にあたることができま�し�たことをご報告�し�，厚く�

御礼申�し�上げます。�

　自由題を含めて４種類�の課題に対�し�て，中学校�

の先生４名，高等学校・高等専門学校の先生７名�

のご応募をいただきました。どの論文も力作揃い�

で，審査は難航いたしましたが，最終的には，上�

位３点を選出することができました。�

　審査にあたりま�し�ては，　�5　�名の審査員が慎重に�

審査�し�，その結果を踏まえて総合�的な観点から委�

員長と副委員長との間で最�終審査を行いま�し�た。�

その結果，上記３点の入選�作を決定いた�し�ま�し�た。�

審査基準につきま�し�ては，従来からの　�5　�つの観点，�

独創性・発想力，内容の充�実度，構成力，表現力，�

応用性・実用性から審査を�行いま�し�た。�

　入選作の講評などについ�ては次号に掲載いた�し�

ます。ご期待ください。�

論文審査にあた�っ�て�審査委員長　�佐野　�正之�

第１位：高校段階の自由英作文指導における論理的表現力の育成を目指した取り組み�

第２位：中学生を対象とした第二言語語彙習得に対するフラッシュカードの影響�

佐　�野�正　�之�

山岡俊比古�

白　�畑�知　�彦�

高　�梨�芳　�郎�

萬　�谷�隆　�一�

広島県立安古市高等学校　久山 慎也�

第３位：JTEが英語で授業をする意義�

―高校入門期における生徒の意識・学習効果の変容について―�

石川県立金沢桜丘高等学校　前田 昌寛�

群馬県安中市立松井田東中学校　福田　昇�



（4）�　�歌の活用�

　英語の歌もよく使われて�いますが，日本語と異�

なるリズムや音のつながり�などに慣れるのに有効�

な方法です。身体の部位に�触れるなど動作を合わ�

せる歌もあり，楽�し�く英語のリズムや音に慣れ�親�

し�むことができます。�

（5）�　�ネイティブ�・�ス�ピ�ーカーの存在と視�聴覚教材�

　新学習指導要領は，積極�的にネイティブ・スピ�

ーカ�ー�に�協�力�を�求�める，CD・�DVDな�ど�の�視�聴�覚�

教材を活用すると�し�て，自然な音声を直接聞か�せ�

ることが「慣れ親�し�み」への原点であることを�示�

唆�し�ています。�英語活動にALTが関わることが多�

いことや�『�英語ノー�ト�』�のCDはネイティブ・スピ�

ーカーの自然な速度の英語�であることからも，英�

語活動を通�し�て子どもたちが自然な英語�に触れて�

いることが伺えます。�

3．�「慣れ親�し�む」から「正�し�く」へ�

　小学校の「慣れ親�し�み」とは対照的に，中学�校�

ではコミュニケーション能�力を支える基礎的なス�

キルの育成が期待されてい�ます。中学校の新学習�

指導要領では，�「強勢，�イン�ト�ネーション，�区切り�

など基本的な英語の音声の�特徴をとらえ，正�し�く�

聞き取ること・正�し�く発音すること」が内容に�，�

ａ～ｅが言語材料に挙げら�れています。�

　これらを踏まえながら，�英語活動で培った英語�

の音声への�「慣れ親�し�み」�を生か�し�て，�「正�し�く」�

聞き取り発音できるスキル�を育てるための方法を�

次の�（1）�～�（6）�を含めて考えて行きま�し�ょう。�

　中学校では，英語活動で�の英語の音への大まか�

な気づきを，日本語との対�比を通�し�て明確化，体�

系化�し�ていくことが必要です。た�とえば，母音の�

数が日本語よりも多く，�［ア］�に近く聞こえる音に�

は�［�A］�，�［�A˘］�，�［�Q］�，�［�√］�，�［�́］�があることなどをミニ�

マル・ペア�（例：capとcup）�で提示�し�，�聞き取り・�

聞き分けの挑戦をする「�し�かけ」を作ることが有�

効です。発音表記は必要に応じ�て補助的に使いま�

すが，その使用にかかわらず�，日本語より細分化�

されている音やまったく違う�発音に関する�ト�レ�ー�

ニ�ン�グ�を�行�う�必�要�が�あ�り�ま�す。集�中�し�て�聞�き�取�

る・聞き分ける活動には中学�生も十分価値を見出�

すはずなので，文字の導入時�には絵や写真を併用�

し�，導入後には簡単なディク�テーションなどを交�

えてもよいで�し�ょう。�

　音と文字の対応を図る活動�と�し�てフォニックス�

を用いるのは有効な方法です�が，簡単なものをす�

でに取り入れている小学校も�多いこと，フォニッ�

クスには非常に多くの規則が�あり，干渉も起こり�

うることなどに配慮する必要�があります。コミュ�

ニケーションには，�「話�し�言葉」�によるものと�「書�

き言葉」によるものがありま�すが，これまでの研�

究�で，書�き�言�葉�の�と�き�で�も�頭�の�中�で�は�inner 

speechという言語活動が行�われ，�音声に関わるス�

キルが重要な役割を担うこと�がわかっています。�

「音声への慣れ親�し�み」�を生か�し�ていくには，文字�

だけ・音だけでなく，音読を�基盤と�し�，絶えず音�

から文字，文字から音を意識�し�た活動を行い，読�

んで話す・書いて話す・聞い�て書くなどの統合的�

な活動へ発展させることをお�勧め�し�ます。文字を�

見せて聞かせることで，つな�がったり変化�し�たり�

し�て聞こえる音が何の語かは�っきりわかるので，�

文字を見せながら自然な速度�で英語を聞かせ，音�

読させることは重要な意味を�もっています。�

　英語を聞かせる際に強弱の�リズムに注意させて�

チャンツで養った感覚を一層�伸ば�し�ていくことは，�

意味のまとまり�（区切り）�の把握や文脈に合ったイ�

ン�ト�ネーションの習得に有利�です。また，文字を�

見せてリズムをとらえる活動�を加えることで，弱�

く発音されることが多い大切�な機能語や語尾変化�

も習得�し�やすくなります。�

　最後に，音声のスキルの育�成では，英語活動に�

続�い�て�ALTの�存�在�を�生�か�す�こ�と�が�大�切�で�す�が，�

ALTは�単�な�る「英�語�使�用�や�音�声�の�モ�デ�ル」で�な�

く，�「コミュニケーションの�相手」�，そ�し�て「異文�

化の情報源」というとても大�切な役割も担ってい�

ることをあえて強調�し�ておきます。�

英語教育・2010年第3号�
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1．は�じ�めに�

　小学校の英語活動では�，英語を通�じ�て以下の３�

つを行いながら，�「コミュニケーション�能力の素地�

を養う」という目標の達�成を図ろうと�し�ています。�

　今回は，このうち「音�声への慣れ親�し�み」を中�

学校の発音指導にどう生�か�し�たらよいかを考えま�

す。�

2．�「音声に慣れ親�し�む」ための活動とは�？�

　英語活動は，子どもた�ちの発達段階の特徴であ�

る「柔軟な適応力」を生�かすため，音声面を中心�

と�し�て行われます。そのため「�言語や文化に関す�

る体験的理解を深める活�動」や「コミュニケーシ�

ョンへの積極的な態度を�育む活動」の中で，英語�

の音声に慣れ親�し�ませ，日本語との違いや言�葉の�

おも�し�ろさ・豊かさに気づかせ�ることを目指�し�ま�

す。さまざまな活動を通�し�て，英語をたっぷり聞�

いたり使ったり�し�ながら英語のリズムやイン�ト�ネ�

ーションを体得すること�で，慣れ親�し�みや気づき�

に至ることが期待されて�います。こう�し�た英語活�

動の成果を中学校で生か�すために，まず，音声に�

慣れ親�し�むための活動がどのように行�われている�

かを「英語ノー�ト�」の例を交えながら，見て�いき�

ま�し�ょう。�

（1）�　�ゲーム的な要素を�取り入れた聞き取り�

　英語活動では，英語の�音声を�し�っかり聞き取ら�

せるため，ゲーム的な要�素を取り入れた活動を数�

多く行います。たとえば�，英語の数を使って行う�

「キーワー�ド�・ゲーム」�では，子どもたちがペ�アに�

なって消�し�ゴムを真ん中に�し�て向き合い，キーワ�

ー�ド�とされた数が発音されたと�きに素早く消�し�ゴ�

ムを取ります�（�『英語ノー�ト�１』�Lesson ３）�。�ゲーム�

的な活動は，集中�し�て英語の音声を聞き取り�，紛�

ら�わ�し�い�言�葉�を�識�別�す�る�こ�と�に�楽し�く�挑�戦�す�る�

「�し�かけ」となっています。�

（2）�　�外来語の活用�

　英語活動では，日本語と�英語の発音の違いに気�

づかせる１つの方法と�し�て，外来語を活用�し�てい�

ます。たとえば，�『英語ノー�ト�１』�では，自己紹介�

の�活�動�（�Lesson ４�）�で�好�き�な�果�物�・�動�物�・�ス�ポ�ー�

ツなど，�また，�衣服の買い物活動�（Lesson ５）�で色�

などの日頃よく使う外来語�をその英語と対比させ�

る工夫がされています。そ�の後の「外来語を知ろ�

う」�（Lesson ６）�では，�バナナ・ゴリラ・カメラ�・�

カ�レ�ンダーなど18語の聞き取りや�レ�ス�ト�ランで注�

文�し�た物�（サラダやケーキなど）�の聞き取り，友だ�

ちと好きな果物をたずね合�ってフルーツ・パフェ�

を作る活動などがあります�。さらに，友だちと意�

思疎通を図りながらランチ�・メニューを作る活動�

（Lesson ９）�では，�多くの食べ物の外来語�を使って�

います。このように，英語�表現を聞いて絵から選�

ばせるなど自然に聞き分け�させる活動から，�「外来�

語と英語の音の違いに注意�し�てやってみよう」と�

明示的に気づかせる活動へ�など，聞き取りからや�

りとりで使えるようにする�までの工夫が施され，�

外来語の活用は，子音が続�く，子音で終わる，音�

節構造が違うなどを始め，�英語の音声の特徴に慣�

れ親�し�むことに有効な方法となっ�ています。�

（3）�　�チャンツの活用�

　英語活動では，英語のリ�ズムの特徴をとらえさ�

せるためにチャンツをよく�活用�し�ています。日本�

語のリズムがほぼ同じ長さ�の拍で作られるのに対�

し�，英語のリズムは強音節�が同時間隔的に起こり，�

強勢を受ける語を中心に作�られます。そのため，�

英語はシンコペーション的�に強い語と弱い語の組�

み合わせで発音されるので�，日本人学習者には難�

し�く，こう�し�たリズムに慣れることは，�聞き取る�

ときにも話すときにも非常�に大切です。それぞれ�

９�つ�あ�る�lessonの�う�ち，�『英�語�ノ�ー�ト�１』は�６�つ，�

『英語ノー�ト�２』�は７つのlessonでチャンツを扱っ�

ています。チャンツの活用�は，リズムの把握と同�

時に，語と語の連結とそれ�によって起こる音の変�

化などに慣れ親�し�んでいくことにも有効�です。�

（1）�言�語�や�文�化�に�つ�い�て�の�体�験�的�な�理�解�を�深�め�る�

（2）�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�へ�の�積�極�的�な�態�度�を�育�て�る�

（3）�英�語�の�音�声�や�基�本�的�な�表�現�に�慣�れ�親�しま�せ�る�

ａ�.�現代�の�標準�的�な発�音�（�偏り�の�ない�発�音，母�音�
や子音の数，子音が続く�，子音で終わる）�

ｂ�.�語と語の連結による音変�化�
ｃ�.�語，句，文における基本�的な強勢�
ｄ�.�文における基本的なイン�ト�ネーション�
ｅ�.�文における基本的な区切�り�

（1）�日本語との対比を通�し�た音の種類の習得�
（2）�聞き取り・聞き分けに挑戦す�る「�し�かけ」�
（3）�音から文字へ，文字から音へ�
（4）�文字を見せての音のつながり�と変化の確認�
（�5）�文�脈�に�合�っ�た�イ�ン�ト�ネ�ー�シ�ョ�ン�と�区�切�り�の�

習得�
（6）�ALTの存在の活用�

群馬大学教授　上原 景子�

連載：小学校英語,中学校にどう生かす？�

第3回� 音声への慣れ親しみを生かす�
発音指導�

C
BA 〈小学校英語，中学校�に�ど�う�生�か�す�？〉�



　今さら言うまでもない�ことだが，電子機器の進�

歩は我々の生活様式を急�激に変えている。携帯電�

話�に�よ�う�や�く�慣�れ�た�と�思�っ�た�ら，今�度�は�

smartphoneとやらの到来で�，もはや�「�電話」�の通�

話機能というのは副次的�なものになりつつある感�

さえある。�

　読書という身近な行為�に�し�ても�し�かり。米国で�

は�Amazonか�ら�Kindleと�い�う�電�子�書�籍�端�末�が�発�売�

され，電子書籍ブームが�起きた。すると今年にな�

って�Appleが�電�子�書�籍�端末�機�能�を�も�つ�iPadを�発�売�

し�て，�アメリカでは販売開始１�か月で100万台が売�

れたそうである。�

　実は私�もKindleとiPadを�使用�し�てい�る。軽量�な�

のに驚くべき数の書籍が�入るので，本棚があふれ�

て床にも本が積んである�身にとってはありがたい。�

通勤電車の中の読書に重�宝�し�ている。英英辞典が�

組み込まれていて，本を�読みながら，簡単に単語�

の定義を調べることがで�きるので，英語学習者に�

とっても，英語の本を読�むのが格段に楽になった�

と思う。�

　楽になったといえば，�電子辞書の出現もそうで�

あろう。あの小さい機械�１つに，英和・和英・英�

英・国語・漢和辞典，百�科事典，シソーラスなど�

が入っていて，すこぶる�便利だ。それを全部紙の�

辞書・辞典で行おうと�し�たら，相当な量，重さに�

なるだろう�し�，そもそも持ち歩きなど�できまい。�

　当然，最近の学生は紙�の辞書よりも電子辞書を�

使っている人が圧倒的に�多い。私事で恐縮だが，�

甥が今年，高校に進学�し�た。お祝いに何がよいか�

聞いたところ，電子辞書�が欲�し�いと言われた。進�

学先の高校では，２つの�電子辞書が指定され，紙�

の辞書はいくつか参考図�書と�し�て挙げられている�

だけだったそうだ。甥は�現在，紙の辞書は使って�

おらず，家でも学校でも�電子辞書を使っている。�

　私�が�今�期�担�当�し�て�い�る�大�学�の�英�語�の�３�ク�ラ�ス�

（１年生向けの総合英語�２クラス，�２年生上級向け�

の�聴�解�・�口�頭�表�現�の�１�ク�ラ�ス�）�で�聞�い�て�み�た�と�こ�

ろ，９割以上の学生が電�子辞書を所有�し�ており，�

さらに驚いたことに，紙の�英和辞典を家あるいは�

大学で普段使っている学生�は１割にも満たなかっ�

た。�

　もちろん紙の辞書に書か�れている内容は電子辞�

書にもあるだろうから，そ�れ自体はどうと言うこ�

とはないと思われるかも�し�れない。問題は学生が�

電子辞書をどう使っている�かである。聞いてみた�

ところ，単語の意味を調べ�て終わりという学生が�

一番多く，語法や例文まで�，きちんと読む学生は�

少数派であった。�

　紙の辞書だと，発音，語�義，語法，熟語，用例，�

語源などが自然と目に入る�。調べようと�し�ている�

単語と綴りが近い単語も目�に入る。それに対�し�て�

電子辞書の場合，検索�し�た単語だけを調べる。�た�

とえば，語法や用例を見た�かったら，ボタンをさ�

らにもう１回押さなければ�ならなかったりする。�

　このextraな操作を�し�ないがために，�貴重な情報�

を逃�し�ている。私が学生だった昔�と比べて，最近�

の英和辞典は，英語圏の非�母語話者向けの英語学�

習辞書編集の飛躍的な発達�の恩恵を受けて，優れ�

たものが各種出ている。そ�ういった英和辞典の優�

れた部分を利用�し�ないで，�「単語の意味」�を調べる�

だけでは宝の持ち腐れであ�ろう。�

　語彙の学習においては，�最小限の時間で必要な�

情報だけを得るといった能�率追求は，実は案外効�

率がよくなく，見出�し�語の項目を一通り読んで�み�

たり，それこそ，辞書をぱ�らぱらと「読書」�し�て�

みるといった，一見すると�回り道の学習によって�

得られるものは大きいので�はないだろうか。�

　学生にも，少なくとも大�学で電子辞書を引くと�

きには，必ず語法，例文ま�で調べ，家では紙の辞�

書を使うようア�ド�バイス�し�，甥にも今度は紙の辞�

書をプ�レ�ゼン�ト�し�ようと思う。�

（東京外国語大学准教授　�中村　�彰）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，2010年９月，2011年１月，３月�，５月に�
それぞれ発行の予定ですので，原稿到着�の時点で掲載�
号を決めさせていただきます。規定は以�下のとおりで�
す。ご不明の点は編集部までお問い合わ�せください。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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